
防 虫 科 学 茄 38 巻-1ⅠⅠ

綜 説

TheRe.qistantLeyeloftheElouseLlytoScyeralSyntheticlnsecticide8inJapan.Akifumi

HAyASHl(LaboratqryofAppliedEntomology,TaishoPharm.,Co･,Ltd･,Tokyo)

日本におけるイエバエの殺虫剤抵抗性の現状について

有機塩素系および有機t)ン系殺虫剤が開発実用化さ

れて盛んに使用されるようになり,その結果として,

今日までに約225種類にわたる昆虫に殺虫剤抵抗性の

発現を見ているといわれている.

本邦では,1956年頃より殺虫剤の抵抗性が閲歴にな

り,多くの先学者等によって研究が行なわれた.しか

し,当時は殺虫剤の種規もすくなく,その研究のほと

んどは塩素系殺虫剤に関するものであった.

昨今,数年TJ'Jまでの殺虫剤の如計画散布による環境

汚染や人畜へのW甥が関越になり,塩Ii壬系殺虫剤の班

用が禁じられるにいたった.現在,許可されている殺

虫剤での留虫防除対恥こ際し,過去の調査成統のみで

殺虫剤を逃択することは困難で抵抗性の再検討が必要

である.しかし,その儀勢も充分ではないので,本邦

における1960年以降の菜組を整理しつつ著者等の放近

の研究をもとにして現状を明らかにし,今後いかにす

べきかについて所見を述べたい.抵抗性の発現機作や

迫伝学的な研究については別の機会にゆずり,抵抗性

の実情を明らかにすることを主眼とした.

1. 殺虫剤の種類と抵抗性の発達

本邦におけるイエバエの殺虫剤抵抗性に関する研究
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にふれる前に,現在までに防疫用として蚊用されてき

た殺虫剤についてまとめてみれば次の図のごとくであ

る. (図1)初期の頃はほとんどBHCやDDTで,

ダイアジノンをはじめとして,有機リン剤が班用され

始めたのはかなり後である.

虫跡 こ衛生害虫の殺虫剤抵抗性についての報告は

γ-BHC,♪,JI'-DDTについてであった.これは安富

(1960)2-6)が滋賀県の謬根でイエバエを採如し,r-
BHC.9,9'-DDTで実験を行なったものである. こ

の時のイエバエに対するLD.o値(FLg/Eけ)はγ-BHC

で1.260FLg.P,L)I-DDTが60pg以上という他で,吹

米の感受性系統といわれているCSMA系の0.012FLg

や1.656FLgに比較して瀦異的な値であった.その後,

北海道の細目や鹿児島と全国的に18個所から採処し

て調査を行なっている.この時に伏用した殺虫剤は

DDVP,ダイアジノン,r-BHC,9,9'-DDTおよび

DDTの5斑頬であった.その結果,DDVPでは袖ヶ

浦の0.0177FLg,ダイアジノンでは小梅の0.152FLg,

r-BHCでは袖ケ和の 5.112I増,L),･P'-DDTは綻E]の

60fLg以上 DDTは鹿児島の22.32FLgという伯が故も

高いものであった.なお,鈴木ら(1961)22)も全国各地

の23個所からイエバエを採災し,ダイアジノンの抵抗

マウス桂皮急性毒性LD,｡(mg/kg)マウスtエロ急性毒性LDs｡(mg/L.B)

図1. 各種殺虫剤招性 (経口･桂皮)比収および製造承認年表
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性を調査した.特に,茨城県の土捕.祝日のものが

0.660pg,0.67FLgという値をしめし.前槻系の0.040

FLgよりも強く.抵抗性系統として報iliされた.また,

安富27)は同じ時期に茨城.鉾m,大野.抑I.･J'を刑1王

し,鉾田がダイアジノンに対し0.5836/Lgで前例系の

0.0262FLgよりも強く.欧米において13-損')ン系牧山

剤に対して抵抗性であるというRP系の0.281lLgJ:り

も強いことから,鉾田はダイアジノンに特只的に放い

系統であると報告した.同時に.マラソンについても

実験し,鉾田は0.589FLgで高槻系の0.219FLgより強

く,リン剤に対して交叉抵抗性のできつつあろことを

報告している.その後,根拝ら (1962)1書)は茨城県下

の神立.共肌 小怖,土浦,小志崎の5個所を選び.
DDVP.ダイアジノン.マラソンの抵抗性を調査し.

ダイアジノンに対しては小幡系が0.630〃g.マラソン

に対しては災原が1.203FEgで.これまでに報告された

もののうちで殻も強い抵抗性を持つことを明らかにし

た.茨城県に関する最近の報告がないので.朽び調ff

すると興味ぶかい知見が得られるものと考える.

この時代にあっては有横堀素系殺虫剤が広く使用さ

れており.本邦における殺虫剤の感受性を比較する場

合の標準系統と考えられていた高槻系の坂東系殺虫剤

に対する感受性のバラツキが検討された.

DDTについて.池本 (1962)16)はP,b'-DDTに対

して10/Lgであるが,成虫が10%から30%の生存率が

村られる薬ilqで糾汰するとFlで60/Lg以上の抵抗性

をしめすようになることをnj]らかにした.また,長沢

(1962)Il)は同機系のγ-BtiCに対する感受性を調査す

るため.起軒を同じくする13個所の研究所より回収し,

調査した結凪 LD50伯が0.05/Lgから1.08FLgの和田

にあることが明らかになった.

このような実験結果は系統の保存管理により注意を

はらう必要のあることを示唆するものである.

大Ebら (1963)19)は横浜市内の13個所でイエバエを

採災して DDVP, ダイアジノン,㍗-BHC,DDTに

ついて調査した.実験の結果,γ-BHCに対して98.51

〃gという値をしめす地域があり, これまでに報告さ

れたものでは最も強い抵抗性をしめすものである.ま

た,DDTについても88.63FLgという地域があった.

大柁ら (1965)20)は埼玉爪下の9個所についてDDVP.

ダイアジノン.r-BtIC,DDT.P,P'-DDTの5租瑚
の殺虫剤について感受性の胡-1己を行ない.T-BIICに

対して鶴ヶ島は17.10/Jgという他を示したが.兜の大

島らの報告した値にはおよはなかった.大小ら(1967)

21)は鹿児島県加治木地域の中桁良.上木田の二系統に

ついて11種類の殺虫剤に対する感受性について実験を

行なったが,特に抵抗性の発達したものはなかった.

安富 (1966)28)は東京でハエの異常発生で問題にな

った7.iyの缶と細砂町系について DDVP. ダイアジノ

ン.スミチオン.マラソンについて調査し,ダイアジ

ノンやマラソンに班抗牡が発述していることを明らか

にした.矧 こマラソンに対すろ夢の白系の値は18.51

lJgという. これまでに剛性されたうちで投も故い抵

抗比をしめした.これにJ:って.マラソンの使用は効

黙的でないと.P,'えられ.スミチオンにかわってきた.

その後. 'R甜 (1968)2V)は妙のt:占系の刑-/fを税け.吹

米でイJ槻リン系牧山刑に虹抗性であろといわれるRP

系,203-d系.FC系などについて比校検対した.ダ

イアジノンについては.203-d系が8.27/fgであるの

に対し,鉾田系は2.59/lgという他で1961咋当時より

もはるかに抵抗性が発達している.また.マラソンで

は15号埋立地系が 25.26FEgで2年前の-APのEム系の

18.51fLgを越える強い抵抗性をしめし,就京近郊の

松戸では!10.35IEgと有機.)ン剤の交叉抵抗性が大き

なrLu斑になりつつある.なお,以上は DDVP.ダイ

アジノン. マラソン. スミチオン,γ-BHC.♪.〆-
DDT,DDTなどの比悦的かぎられた椎田の火映純米
で,叔近のデータに乏しい.

著者等は殺虫剤の別汎 今後のyJ'疫川殺虫剤の方IL')]

などを考慮して.以近のデータかfl心にした巧.鰯を拭

みたい.

林ら (1971)l･7)は北湘iEIの14胴所でイエバエを採nI
L,7和現の殺山剤について感受椎の.即aJlEを行なった.
木実験では今後.防腔川として班IT]されろ可能性のあ
るアレスリン.ピレトリンおよびプロモフォスを加え

て突出した.火映のt.li凪 マラソンに対して-TJ,uL柑

なかった非'/lYに細い机抗性が槻黙された.札幌系

(213.388ILg).苫小牧 (132.106lLg).北見 (112.437

FLg)の仙ま安は (1968)Znの和仏した15や埋立地の

25.26FLgをほろかに越える抵抗性系統である.北氾

iEI地区は防疫用としてマラソンが大出に故和されたこ

とはない.この点は極めて舛昧ぶかいので,姐こ3.7aff
範囲を広げて44個所について実験した.この括弧 マ
ラソンに対して50FLg以上のLD80伯を持つ系統が16
系統あった.このいずれの地域もマラソンの散-Jti歴は

なかった.また.他の恐山剤との交叉舵抗性も認めら

れなかった.10咋机に朱鞠内系の DDVPの LD50値

が0.0117/lg.ダイアジノンでは0.0175FLg.㍗-BHCで

は0.714/Egで, ダイアジノンとγ-BtiCについては

航抗性の発進が認められた.これらについては散布歴

もあるので発達するべくして発達したものと考えられ

ち.札幌系ではダイアジノンを除いて抵抗性の発達は

認められなかった.

以上のようなマラソンに対する異常な抵抗性が北桁

道の環境条件.特に温度条件が関与しているのではな

いかとも考えられろので.北海道よりも温暖で殺虫剤
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の散布期間も長いといえる高知県を選んで塀似の調査

を行なった.

高知県下?)の11個所よりイエバエを採決し,失政を

行なった. マラソンに対しては苫良川系の84.826〝g

が最高で,マラソンが頻繁に散布されていた前浜系で

1.142/Lgであった.マラソン抵抗性は呼に殺虫剤の散

布歴や環境因子というようなものばかりによるもので

はないと考えられる.高知県下の調査で興味ぶかい点

は一部の地域にアレス.)ンに対して強い系統がみられ

ることであった.塩素系殺虫剤に対しては全般的にみ

て抵抗性が発達し,実用性を失ないつつあり,この交

叉蛇抗性という面について充分に注意を要することを

示唆するものである.

さらに,林ら (1972)によって,神奈川県下の9地

域が調査されて表1の結果を得た.ここでいう三崎系

がマラソンに対して72.738FLg. スミチオンに92.536

FLgダイアジノンに対して26.089FLg,γ-BHCに100FLg

以上という.異絹に揃い値をしめすことが明らかにな

った.この系統は先に述べた北海道や高知県と異なり,

非常に交叉抵抗性が強いことである.数年の内にこの

ような現象が現われろことは限られた殺虫剤を過剰に,

しかも無計画に散布したことによるものではないかと

考えられる.

また.抵抗性の動態を明らかにするこころみとし,

表1. 神奈川県下で採巣されたイエバエ成虫の殺虫剤感受性について (LD 60FEg/早)

系 統 Pyrethrins AllethrinDDVP Sumithion DiazinonBromophosMalathion γ-BHC

0.520 1.481 0.453

0.557 0.734 0.184
0.556 1.517 0.246

0.710 0.932 0.181

0.821 1.332 0.150

0.432 0.795 0.249

0.463 0.883 0.255
0.535 0.717 0.222

崎

横須賀長井

箱 出

小 田 原

以 河 原

厚木上古沢

fl!久 井
愛 川

鵬 本 0.716 0.807 0.128

92.535 26.089 300.< 72.738 100.<
2.407 2.071 4.036 6.701 12.988

0.786 0.487 0.862 107.298 3.985
0.652 0.669 0.751 11.497 6.462

1.048 0.934 0.958 30.787 9.087

7.880 3.133 2.406 10.670 2.614

1.299 1.569 1.465 84.281 4.882

1.933 2.488 1.803 6.546 3.766

0.584 0.565 0.7043 2.183 0.925

砧 槻 0.387 0.481 0.076 0.089 0.293 0.161 0.455 4.542

出2. 札幌村内におけるイエバエの各種殺虫剤に対する薬剤感受性 (LD80FLg/♀)

Malathion DDVP Sumithion Bromophos Diazinon Allethrin Pyrethrins CHB
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林ら (1971)7)はイェバ工の行動和田は比較的に小さ

いと考え,マラソンに対して超紙抗性をしめした札幌

系の採岱されr=周辺を詳細に調光した.札幌Trf内の20

個所より均一に,イエバエを托L(ル て火映を行ない,

表2のごとき紡柴を打た.円111系やl'描け内乱 F'J石系
のような特別な例を除いて.いずれも拙い爪tJ'(性をし

めしている.このようなm瓜rrJな耶TE約月王からみても.
1地I.'､(の肌でかなり広い稚州のb'irL'J]を1作.r起し柑ること

がnJ]らかになった.同様な実験を四柄境地のFS知ir.lJこ

ついても実施した10).殺虫剤の散布析皮の苅い,十Tf

地域を100m閃閑で10地点.海岸線と山手側を弛行し

て表3の結果が得られ,札幌系と同様な傾向が得られ

た.これらのことより,抵抗性の調査に関しては狭い

花岡を多く調査するよりも,広い稚囲で定点観測のよ

うにして行ない.傾向をつかむことが必要ではないか

と考えた.

イエバエに対する殺虫剤の抵抗性に関する現状は以

上のごとくで,抵抗性は発達しつづけており,布横堀

詳言系殺虫剤や低113性有機1)ン剤は実用性を失ないつつ

ある地域が増えている.マラソンに代るべきスミチオ

ンに対しても局取付ではあろが,恐るべき現象が起き

つつあり,申急に-3r両的な防除印紙の確立が必要とな

ってきている.

2. 塘抗性の打破 .

以上のごとく,村山剤に対する抵抗性の発適はさけ

られないとすれば.この打破の方法を検討しておく必

要がある.また.一風 抵抗性がついた場合,札幌系

の例でみれば20牡Htにわたって累代飼育を行なっても

祇抗性の水司色が下らないとすれば,ことに必要な開成

である. (袋4)

拡抗性打破の方法についてはいくつかあるが,実際

的で罪跡こ実施し得るものとして;

殺虫剤を代えろこと

殺虫剤を況合班用すること

共力剤を用いること

などがある.新しい殺虫剤の開発も容易ではない現状

では,後の2方法によることが必要であろう.この実

験例 (林ら:1972)8)についてみれば袈5のごとくで

ある.マラソンに対して強い拭抗牡を持つ札幌鼠 旭

川系,田方邦系および石狩当別系をJllい.数櫛の共力

剤を実験し.SI421がnも効卿rJであることを明らか

にした.MGK-264. スルフォキサイド.〟-プロピル

アイソムではほとんど効果がなかった.祇抗性の幼虫

に対してもマラソンとS-421の混合位用は効果的であ

った.この.S-421の効果はマラソンの肺 分解を抑

制するものであろうと考えられる.林ら (1972)12)は

札幌系イ工,〈ェを･)ン観桜節状で磨砕して粗酎素紋と

表3. 両同市内で採処されたイエバエの殺虫剤感受性について (LDBOILg/fly)

系 統
殺 虫 剤

Pyrethrins Allethrin DDVP Sumithion Diazinon Bromophos Malathion r-BHC

山 手 1 0.870
2 0.884
3 1.015

4 0.870
5 1.357

6 1.386
7 1.739
8 1.735
9 0.976
10 1.077

528

594
即

441
481

516
624

528
脱
油

0

0
0

0
0

0
1
0
0
0

34

12
16

51
a
;
96
57
63
31
9

2

2
2
1

1
2
4

2
2

1

0

0
0

0
0

0
0

0
0
0

2

9
6

1
0

3
7

5
1
5

6

5
4
0

8
7
4

8
9
8

0

4
1
7

2
9
0

5
1
4

2

2
2
3
2

3
2

1
2
1

0.810 0.508 3.384 3.764

0.344 0.464 4.458 2.525
0.621 0.818 3.393 6.468
0.568 0.597 1.463 10.197
0.633 0.605 1.519 2.744

0.563 0.713 3.660 28.150
0.435 1.177 8.531 36.118

0.292 1.486 4.899 4.899
0.850 1.591 3.086 2.027
0.418 0.435 2.191 4.695

桁 拝 1 1.015 1.560 0.198 0.597 0.433
2 2.147 2.094 0.208 0.330 0.351
3 0.368 2.549 0.143 0.330 0.558
5 0.660 1.627 0.237 0.545 0.388

6 1.257 3.930
7 1.243 3.625
8 0.645 2.341
9 1.218 2.498

10 1.624 2.567

十市(1971) 0.728 0.859
高 槻 0.387 0.JI81

5
0
2
0

9
6
5

3

一

.
2

.
6

.
7

.
5

0
0
0

0

8
8
3
5

9
9
8

2

1
m
1
3

.
3

.
4

.

0
0
0
0

0.645
0.512

1.257
0.734

0.639

3

6

1
9

7

1
7
3

3

4

8
3
8

1
1
0
6

1

4

5
6

4
6

4
7
4

9

0

0
0
0

0

1
0
1
0

1.367 2.490

1.319 2.642

1.493 4.120
1.698 4.350

田
鶴

脚

6

I

.
1

.
3

.
0

.
4

2

2
5
4

1.947
12.427
23.820

9.426

7.279

4.542
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表4. 札幌系イエバエ成虫の Malathionに対するLD60値の変動について

回 帰 直 線 自由度 xB LDM

4
5

6

8

9

0

4

8

0

1

1

1

2

Y=4.787+3.895
Y-4.783+4.781
Y-5.042+5.811

7=5.003+5.214

Y-5.116+5.036
7=4.932+7.396

Y-5.045+5.443
Y-5.152+5.087

Y-4.888+4.811

(X-3.564)
(Ⅹ-3.605)
(X-3.642)

(Ⅹ-3.615)
(Ⅹ-3.676)

(Ⅹ-3.633)

(Ⅹ-3.620)
(Ⅹ-3.666)

(Ⅹ-3.613)

2
3
3

3

3

3

4

3

3

99
劫
21

74

兆
92

77
55

70

9
6

8

1
1
6

2
0
2

0
5

3
4

4
6

3
0
2

表5. マラソン抵抗性イエバエに対するピレスロイド共力剤の効果

供 試 薬 剤

Malathion:共力剤

系統とLD60値 (FLg/辛)

札 幌 系 旭 川 系 留寿都系 石狩別当系

Malathion
Malathion:S-421

Malathion:P.butoxide

Malathion:IBTA

0

0

0

1
5
1

1
5
1

1
5

1

266.250 160.027

1.342 1.005
0.280 0.334

0.240 0.112
66.563 37.270

14.527 14.167
9.739 7.120
42.398 35.347

2.135 3.381
1.038 1.395

130.143 92.129
1.065 0.522

0.221 0.210
0.176

33.281 5.517
ll.571 3.597

40.209 8.061

し共力剤の効果を検討した.33oCの温度条件下で30分

間後の阻臼反応をマラソンの分解率より定立的にみた

ところ,絹槻系では9.7,%,札幌系では99.1%であった.
これによって,札幌系のマラソンの群弟…的分解の大き

いことが明らかであろ.なお,共力剤を添加した場合,

マラソンの分解率は TOCPでは19.4%.S-421では

16.4%であったが,MGK-264は87.8%,P.butoxide

では87.0,%で.共力剤としてはTOCP,S-421が酵素

的解荷分解を阻害して効果をたかめることが明らかに

なった.

さらに,林ら (1972)13)は P32-捺識化合物を用い.

代謝について調べ,髭6,表7の結果を1rJl=.

この結果,表皮透過性については両系統rlqに盗只の

ないことが明らかになった.代謝産物についてみれば

6種朝が分離 され そのうちの一つは未知物TIであ

る.代謝物はジメチルホスロジチオエート,モノカル

ボン酸の虫が系統問に差異があった.

神奈川県下で発見された,有機 リン系殺虫剤,とく

にスミチオンとダイアジノンに強い抵抗性をしめす三

崎系に対する対策として,殺虫剤の混合使用を検討し,

表6. PM｣malathionの抵抗性および感受性系イエバエにおける分布

処 理 後 3時 間

系 統 供 試 薬 剤 体 内 存 在 畠
体表残存畳

抽 出 物 溶 液 物

高 槻 系 malathion 24.2(%) 65.8(%) 7.7(%) 2.3(形)

malathion+S-421 26.3 56.1 7.3 10.5

札 幌 系 malathion 23.6 59.6 7.6 9.2

malatllion+S-421 22.9 60.5 7.9 8.7
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表7･ 抵抗性感受性系イエバエの PS2-malathionの代謝物について (3時間後)

代 InJ搾物

Phosphoricacid
Dimcthylphosphoricacid
Di･carboxylicacid
Mono･carboxylicacid
Dimethylphosphorothioate
Dimethylphospl10rOdithioate
Unknown
Malathion,malaoxon

1

2
1

7
2
0

0

1

2
4

5
8
0

0

0

0
0

0

0

1

0
8

5

8

1
9
9

8
5

6

3
6

1
7

1

1

2
1

1

排 桝 物 体円抽出物

札 幌 系 高 槻 系 札 幌 系

(形) (%)

9
4
6

0
7

5

9

0

12

21

20

甜
10
.
5
.

9
7

2
7
5

0
0

0

1
5

0
7
4

70

1日

表8.三崎系イエバエ成虫に対するSumithionと教程殺虫剤の況FT]効上村こついて

供 試 薬 剤 LD50低 くFLg/fly)

0

8
7

1
8
6

0

1
0

3
0
9
5

9

1
1
1

4

Sumith王on:殺虫剤 DDVP Phthalthrin Pyrethrins Allethrjn llio･allclhrin RcsmethrirL

020
40

60

80
001

00

80

60

40

20

0

1 82.286 75.987
4.746 1.305

1.501 0.800

1.164 0.592

0.836 0.470
0.453 0.650

109.615 75.987

1.871 2.734

1.150 1.803
0.991 1.397

0.533 1.110
0.831 1.481

65.670 . 69.350
1.218 0.128

1.248 0.0669
0.876 0.0669

0.781 0.0704
I.073 0.0907

表8の結果を柑た.スミチオン60:他の殺虫剤40の混

用割合で急激に殺虫力が増強されてきた.

以上のごとく,拡抗性の打破には共力剤の況m,殺

虫剤の混合CL!JTl18)が効果的であった.また,同時に殺

虫剤の計両的な散布組紙の砕立がきわめて試変である.

3. その他

粧抗性の概念についてはWHOの殺虫剤卿 勺変fl会

で,昆虫の正絹な災Eflの大多数を殺すのに有効であっ

たような薬_Taに対しても耐えうる問力がその蛇田で発

達することをいうとしていろ.実際には10倍程度以上

のとき抵抗性としている.

殺虫剤に抵抗性の発達増大したイエバエが生態的に

苅なった詔性質 を持つにいたる点について Brown

(1958)が要約紹介した.

武術 (1963,64)1･2)は高槻系.CSMA系,RP系.

謬択系,JIK系.舛m系を用い.生眉的な話托性TIの比

較検討を行ない.班抗性の脚大したイエバエは[･B受性

系統に比暇して卵一助du耶口がTJJ.Q的に良くなり,羽
化率が低くなることを明らかにした.また. 淘汰圧

との関係についても詳細なる検討を行なった.林ら

(1968)は 9,9'-DDT, γ-BHC, ダイアジノン,ア

レスT)ンに強い系統は卵-幼虫Ig]問が良く,大きな蛸

の狩られることを明らかにした. しかし,羽化率の

低下については有志差がなかったとしていろ.林ら

(1967)1)はピレスロイドに対する感受性のZ!只を4系
統のイエバエで火映し,ヨーロッパ系と本邦系の比較
を行ない.ヨーロッパ系はもともとピレスロイドに強

い生理的特性をもつものと抑起した.また. これに共

力剤の班mにより系統mZ三郎は打破し柑ろことを明ら
かにした.

塚本 (1962,63)21･28)は群郵系統について,10数代

の近親交配で一応班準系統として用いることができろ

ことを示唆し,有効度の蝉位は相対値ではなく,単位

のついた測定値で表現すべきであることを強調してい

る.また,抵抗性の逝伝と薬包一死亡率曲線について

生物試験上の江志と問題点を提示している.

おわりに

だTJ'ifdlに対する恐山刺状抗仕に関する研光は広Ⅶ
関に.しかも.肺純してつづけられているが,相生告

血に閃すろものは一時的流行にとどまり,地道な迎統

した研究がすくなく表両肘である感がすくなくない.

広い和田にわたって.発生予察事業のような組私的な

調査とこれにもとづいた対策をねる必要がある.新し

い殺虫剤の開発が困難な時代であり,既存のものを有

効に利用する方面に一層の努力がはらわれなければな

らないと考える.
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抄 録

蛾アリの生産する群れ誘発物賞

Castc･SpccificCompoundsinMaleCarpenter

言on1-shfGS蒜荒 .芸raBTudJRa'nTH?諾ieFlad.･esI'S;ieTcacc,-
179ユニ滋8こ389(1973).
caniきo'notus属のアt)は那飛をするが,それは.季

節.温度.一日の時間そばの迎いなどでひき起されろと
考えられてきた.しかし,雄の大隠腺から分泌される

物質が,雌の巣からの飛び立ちをうながすとも考えら

れていた.

そこで5校のア')CamPonotusnovcboraccnsis,

C.♪ennsyLvanz.cus,C.nearcticus,C.1･asilfs,C.

subbaTbatusを用いて.大股腺分泌物の同定を行なっ

た.C.ncaycLL'cus雄の頭をn-pentane中で磨砕抽出

し,GC-MSで分析した.検出された3つのピークは

それぞれ,methy16-methylsalicylate,2,4-dime･

thy1-21hexenoicacid,methylanthranilatcと同'定

きれた.他の4種でも同様の化合物の一部が見つかっ

た.

以上の結果,および C.Ligniberda雄の大隠脱分泌

物が.C.hercuLeanus雌に同様の反応を引きおこすと

いう結果から, これら化合物は.種特異的,あるいは.
生殖隔離に役立つ化合物とは考えられない.

また,これらの化合物は,有趨雌あるいは肋きア.)

からは発見できなかったことから考えて, "階級特只

め"物質であると想われる. (北村宍彬)

methy16-methyl- 2,4-dimethy1- methyl
salicylate 2-hexenoicacid anthranilatc

lsubgenusMyrmentoma]
C.nearCh'C〟s
C.YasELis
C.subbarbatus

lsubgenusCambonotus]
C.noveboraccnsl's

C.♪ennsytvanfcus

++

++

++
++

+ +
+ ++

(++:主成分,+:微塁成分,-:検出されず)
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